
【現代法学部】2023年度卒業時アンケート
調査対象：2023年9月卒業生 10名、2024年度3月卒業生 246名
調査期間：2023年9月1日〜9月30日、2024年3月1日〜3月31日
回答数：229件
回答率：89.5％

Q1.東京経済大学は入学を希望していた大学でしたか？

Q2.現代法学部は希望していた学部でしたか？
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Q3.あなたが入学を決めた際の入試種別を教えてください。

Q4.入学後の総合的な満足度をお答えください。
●学部の専門分野[法律、政治・行政]に係る教育
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指定校推薦入試 現代法学部 自己推薦入試
資格取得者入試 スポーツ実績者・スポーツ特別入試
３年次編入学入試 その他
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●総合教育科目に係る教育

●「演習以外の演習系科目（大学入門、社会・法学入門、基礎演習Ⅰ・Ⅱ）」
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●演習

●カリキュラム全般
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●就職活動支援

Q6.次にあげる能力について、大学入学時と比べてどの程度身についたと思いますか？

●幅広い教養：
多様な文化、歴史および自然に関する幅広い教養と外国語を身に付けて、
持続可能な地球社会の形成に主体的に関与できる能力
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●専門知識：
現実の社会問題に触れながら、法と政策に関する専門知識を適切に習得し、
社会を多角的に考えることができる能力

●専門知識の活用力：
法と政策に関する専門知識と思考方法を活かし、社会における諸問題を発見し、
課題の本質を考察して解決に導くことができる実践的能力
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Q7.入学前と比較して、「東京経済大学はよい大学だ」という思いは強まりましたか？

●総合的な判断力と行動力：
問題解決に必須の論理的思考とコミュニケーション力に裏付けられた
総合的な判断力と行動力
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【分析】 
現代法学部は、2023 年 9 月 1 日から 9 月 30 日、2024 年 3 月 1 日から 3 月 31 日にかけ

て、2023 年度現代法学部卒業生に卒業時アンケートを実施した。総回答数は、207 件であ
った（卒業生全体に占める割合は、89.2％である）。本アンケートの主たる目的は、卒業時
における学生の「満足度」を図るとともに、4 年間の学習での「達成度」を可視化すること
である。後者の「達成度」について、現代法学部のディプロマ・ポリシーに準じたかたちで、
それぞれアンケート調査を行っている。以下では、総合的な「満足度」について検討した上
で、ついで「達成度」について分析を試みる。 

総合的な「満足度」については、①学部の専門分野［法律、政治・行政］にかかる教育、
②総合教育科目にかかる教育、③演習、④カリキュラム全般および⑤就職活動支援の 5 項
目に細分化して、調査を行った。各調査項目につき、「満足」と「どちらかといえば満足」
を合計すると、①92.4％、②95.4％、③81.3％、④95.0％および⑤84.4％となり、概ね満足
度が得られていることが示された。 

4 年間の学習での「達成度」については、現代法学部のディプロマ・ポリシーに準じて、
①幅広い教養（DP1）、②専門知識（DP2）、③専門知識の活用（DP3）および④総合的な判
断力と行動力（DP4）の 4 つの項目につき、アンケートを実施した。 

①幅広い教養（DP1）については、「かなり身についた」、「ある程度身についた」を合計
すると、77.1％であった。 

②専門知識（DP2）については、「かなり身についた」、「ある程度身についた」を合計す
ると、89.3％であった。 

③専門知識の活用（DP3）については、「かなり身についた」、「ある程度身についた」を
合計すると、86.3％であった。 

④総合的な判断力と行動力（DP4）については、「かなり身についた」、「ある程度身につ
いた」を合計すると、90.5％であった。高い成長実感があったことが示された。。 

以上の結果を総合的から、卒業時アンケート回答者は、総じて高い満足度を得ており、ま
た、4 年間の学習での達成度についても、比較的高い成長実感をもっていたことが示されて
いることから、現代法学部のディプロマ・ポリシーは、目的を高い程度で達成したものと評
価することができる。 
 

以上 


